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　JFCC元専務理事の故柳田博明先生が提唱された「賢材」という考え方は今でも「賢材
研究会」として引き継がれている。夏には泊まり込みで議論をする。今年のテーマは「環境」
であり、そこで多くの有意義な話が聴けた。中でも「森は海の恋人」運動に力を入れてい
る畠山重篤さんのことは二人の講師が取り上げた。畠山さんは気仙沼で牡蠣の養殖を生
業とする漁民であって、沿海域の生物生産にとって、その海に流入する川、そして森がい
かに重要かに気付き、平成元年から漁民による植林運動を開始した。これが認められて、
畠山さんは後に京都大学から社会連携教授という称号を授与された。

　また、CO2を自然力で消費しようという杉本幹生さん（無有産（むーぶ）研究所、肩書き
は百姓）の運動も興味をひいた。水中緑化がCO2削減に大きな効果があるというもので、
植物プランクトンは光合成をしてCO2を酸素に換え、またプランクトン自身が水中食物
連鎖で食される頂点であり、これを食べて成長する貝類（CaCO3）はCO2の固定化に貢献
するというものである。植物プランクトンの増減調整は必須ミネラルである鉄分の供給
量を人の手で変化させれば可能ということから鉄（鉄粉等）と炭素（木竹炭等）を用いて、
貝の養殖生産性向上に成功している。

　また、札幌で開かれた53大学工学部長会議に出席した。ここでは、受験生の理科系離れ
対策について議論をし、各大学で取り組んでいる「環境対策」を基にして、「科学技術環境
行動宣言」（具体的には、国際協力、科学技術による持続可能な社会づくり、人、地域、大学
間のネットワークづくり、についてである）を採択した。今回の宣言は洞爺湖サミットで
の宣言に比べて行動内容をより具体的に記載したものである。翌日は同じく札幌で一般
の人々に対して「工学フォーラム2008」が開かれ、そこで声明発表「科学技術環境行動宣
言」がなされた。この二日間の内容は9月28日付けの読売新聞に掲載されている。

　さて、今年の3月に経済産業省から「Cool-Earth － エネルギー革新技術計画」が発表さ
れた。これは、洞爺湖サミットに向けて発表した「世界全体の温室効果ガス排出量を現状
に比して2050年までに半減する」という長期目標提案の実現のためにとりまとめられ
たものである。そこでは「21」の技術が選定され、JFCCの研究 ： ＮＥＤＯプロジェクト

「マルチセラミックス膜新断熱材料の開発」（平成19年度～23年度）が「省エネ住宅、ビル」
の技術として選ばれた。私はこのプロジェクトのリーダーに指名され、日本の環境に関
する研究の一部を担うこととなったわけである。現在この事業は大きく展開中であるが、
更なる発展のためには、大きく発信し、私が出会った環境問題に取り組む人々に活動成
果を届ける必要がある。本報告書がJFCCの環境アンバサダーとして広く届くことを願う。

　最後に、環境問題の解決には、ここで紹介したように政治家、研究者以外の一般の人々
にも大きな役割があることを認識すると同時に、ファインセラミックスに代表されるナ
ノテクノロジーの進展が必要不可欠であることも間違いないことであり、ＪＦＣＣの役
割に対して益々の期待がよせられる。
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Japan Fine Ceramics Center事業報告事業報告

２００８年度研究成果発表会の開催

　７月１７日名古屋国際会議場、７月２４日東京の科学技術館にて、「２００８年度ＪＦＣＣ研究成果発表会」を開催
しました。特別講演、２件の国プロジェクトを含む５件の口頭の成果発表、４６件のポスターセッションを行いました。
名古屋会場では３０６名、東京会場では１０８名の方々にご来場頂きました。
　また、ご来場の方々には、アンケートという形でご評価を頂きました。その結果、口頭発表では「マルチセラミックス
膜新断熱材料の開発」が好評を得ました。ポスターでは「SiＣ粉末からのカーボンナノチューブ合成技術」、「金属ナノ
粒子／酸化チタン　新しい合成法と応用」が高評価でした。ポスターセッションでは、今回、試料展示も多く、ポスター
以外に説明資料を用意しましたので、活発な意見交換がなされました。

第8回けいはんな新産業創出･交流センター シーズフォーラム
～ナノテクノロジーが拓く有機系･無機系素材～

　けいはんな新産業創出･交流センターの主催によって、産学官の連携を図るために、大学・研究機関からシーズ提案
をするシーズフォーラムが、７月29日、関西経済連合会 大会議室にて開催されました。今回は、神戸大学とともに
JFCCのメンバーが講演会を行い、104名が参加しました。本会で質問も多くかわされて、好評のうちに終わりました。
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種村所長による講演講演会場

ポスターセッション会場口頭発表会場



Japan Fine Ceramics Centerナノ構造研究所ニュースナノ構造研究所ニュース

＜主な招待講演者＞
・ コリエックス博士

・ カーター博士

・ ブレシニャック博士

・ 飯島　澄男　氏

・ 外村　　彰　氏

（国際顕微鏡学連合会長）

（国際顕微鏡学連合幹事長）

（フランス王立科学研究センター総帥）

（名城大学教授）　

（日立製作所フェロー）
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最先端の顕微鏡と理論計算に関する第１回国際シンポジウム開催

　世界各国からトップレベルの科学者、技術者を招き、最先端顕微鏡技術と計算材料設計に焦点を絞った世界初めて
の国際会議をファインセラミックスセンター(JFCC)　ナノ構造研究所の主催により６月２９日・３０日に名古屋国際
会議場で開催し、成功裏に終了することができました。（実行委員長：平山 司／JFCCナノ構造研究所所長代理、 幾原雄
一／JFCC客員主管研究員・東京大学教授、 　田中 功／JFCC客員主管研究員・京都大学教授。） 
　この国際シンポジウムは、ファインセラミックスセンター内に昨年設立されたナノ構造研究所の開所を記念すると
ともに、愛知万博（愛・地球博）の理念を継承する事業の一環として開催されたもので、国際的最高水準の研究者による
招待講演２９件、及び一般参加者によるポスター発表１０９件が行われました。招待講演者２９名は、世界９カ国から
招聘され、国際顕微鏡学連合会長、欧米の国立研究所所長をはじめノーベル賞候補にあげられている研究者も参加し
ました。また、企業、研究機関、大学、官公庁等から１７ヶ国、約３３０名が参加し、最新のナノテク技術とその成果につ
いて活発な意見交換が行われました。バンケットでは川口中経連会長はじめ多くの来賓者が出席され、セラミックス
製楽器を奏でるムジカセラミカによる演奏も行われ大いに盛り上がりました。
　また、国際シンポジウムは、文部科学省特定領域研究との共催で、愛知県、名古屋市、岐阜県、三重県、中部経済連合会、
経済産業省、地球産業文化研究所、日本顕微鏡学会など
各学協会との協賛で行うことができました。厚く御礼
申し上げます。
　なお、この国際シンポジウムは今後、シリーズとして
隔年ごとに名古屋で開催される予定です。

（次回開催予定　２０１０年６月２４～２６日（名古屋
国際会議場））

カーター博士

ポスターセッション会場

コリエックス博士

ブレシニャック博士

外村　彰　氏

飯島　澄男　氏

口頭講演会場

川口中経連会長のご挨拶
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電極－電解質反応性制御により固体酸化物形燃料電池特性の高性能化技術を開発
―界面解析により中温作動での出力を向上―

　JFCCでは、関西電力株式会社との共同研究で、中温作動SOFCの高性能化を目指したSOFC燃料極材料の開発を行っ
ております。この共同研究の中で、ランタンガレート系電解質の特性をこれまで以上に引き出すことが可能な燃料極
材料を開発しました。開発の鍵となったのは燃料極と電解質の界面における元素移動を詳細に検討したことでした。
開発した燃料極材料を用いることで、従来の燃料極を用いた場合と比較すると約20%の出力の向上が可能となりまし
た（図1）。

　水素と酸素から水を生成する際の電気化学エネルギーから電気を直接取り出す燃料電池はクリーンな発電システ
ムとして期待されています。燃料電池の中でも最も高温で作動する固体酸化物形燃料電池（SOFC）は、全て固体材料が
使えるために劣化が少ないこと、高温作動であるため発電効率が高いといった魅力的な燃料電池です。ところが、高温
作動であるがゆえに生じる発電システム構成材料に対する制約などの課題があります。これを克服するために、従来
800℃～1000℃で作動させていたSOFCを700℃～800℃の中温領域で高効率に作動させる試みが盛んに行われてい
ます。SOFC用固体電解質として日本で開発されたランタンガレート系電解質は中温領域での特性に優れ、SOFC作動
温度の低温化に大変注目されている材料です。ところが、優れた特性を有する一方で、電極材料との相性が悪く、その
特性を十分に活かすことが難しい材料でもあります。

　燃料極と電解質の界面における元素の移動を詳細に調べると、界面を通してランタンガレート系電解質から燃料極
へマグネシウムとランタンの移動が生じていることが分かりました（図2）。両元素の移動はSOFC特性を低下させる原
因となります。
　燃料極の厚さが15μm以下と薄い場合には、マグネシウムの移動による影響が大きく、燃料極の厚さは20μm以上
とすることが高出力化のために重要であることが分かりました。
　また、ランタンの移動が起こると、電解質側にSOFC特性を低下させる領域が形成されます。JFCCと関西電力株式会
社では、燃料極と電解質の界面でランタンの移動が起こらないようにランタンを添加した燃料極材料を開発すること
により、SOFC特性の高性能化を実現しました。

　開発した燃料極用材料は、新たな作製プロセスを追加することなく従来の燃料極に置き換えることで高性能化が実
現できます。

トピックストピックス

図1　開発した燃料極材料を用いた発電特性 図2　燃料極と電解質界面で明らかとなった元素の移動

本研究成果は、７月１７日（名古屋、名古屋国際会議場）および７月２４日（東京、科学技術館）開催の ＪＦＣＣ 2008年度研究成果発表会 にて報告しました。
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省エネに貢献するナノ多孔質セラミックス断熱材料の開発
－極小の熱伝導率の精密測定－

名古屋駅前イノベーションハブへの参加

　住宅やビルなどの建物の断熱効果を高めるため、壁の中に断熱材を入れる方法がよく使われているが、さらに熱の
伝わりにくい断熱壁材を開発することができれば、建物全体の省エネ効果は著しく高まる。JFCCではNEDOの委託を
受けて、新たな断熱材料の開発に取り組んでいる。具体的には、細かな（ナノオーダー）孔を大量に導入した多孔質セラ
ミックス技術を使い、建物の壁や床などに応用する断熱材を開発している。セラミックスの多孔体そのものが熱を伝
えにくい上、セラミックスにあけられた孔の中を真空にすることで断熱効果は著しく高まる。また、ナノオーダーの多
孔構造を精密に制御すると光が透過するので、窓ガラスの中に挟み込んで断熱ガラスとしての開発も進めている。最
近、真空や各種の雰囲気中での熱伝導率（熱の伝わりやすさ）を精密に測定する装置（写真）を導入し、1～10Paの真空

度において0.001～0.003W/mKという極めて小さな熱伝
導率の値を実測することができた。なお、一般に使われて
いる断熱壁材の熱伝導度は0.03、空気は0.02、ガラスは0.8
であるので、上記の多孔質セラミックスの断熱性能はそ
れらに比べて著しく優れている。

　中部地区の、大学、研究機関、公設試など地域産業を支援する多くの機関から、組織や専門分野、地域等の異なるコー
ディネータが参画し、連携・協働できる場を創出し、広域的連携組織と強固なネットワークを形成することを目的に、
平成２０年７月１日に発足した「名古屋駅前イノベーションハブ」にＪＦＣＣも参加しました。
　この「名古屋駅前イノベーションハブ」にはＪＦＣＣの他、中部科学技術センター、名古屋工業大学、豊橋技術科学大
学、名古屋都市産業振興公社、中経連新規事業支援機構、産
業技術総合研究所中部センターが参加し、企業からの技術
相談、各種支援制度を紹介するワンストップサービス、各
種公開セミナーや勉強会の開催、地域情報の発信などを行
います。
　また、これらの活動を通じて、地域の中小企業の振興や
地域イノベーションに資する研究開発などにも他の機関
の協力を得て貢献していきますので、皆様ぜひご活用くだ
さい。

JFCCに新規導入された超断熱材料の熱伝導率測定装置。この装
置を使って、ナノ多孔質セラミックスの真空中における正確な
熱伝導率を測定している。0.001～0.002W/mK（空気は0.02）とい
う極めて小さな熱伝導率をもつセラミックスが発見できている。

トピックストピックス

本研究成果は、７月１７日（名古屋、名古屋国際会議場）および７月２４日（東京、科学技術館）開催の ＪＦＣＣ 2008年度研究成果発表会 にて報告しました。

図2　開発材の熱伝導率の真空度依存性

熱伝導率測定装置

名古屋駅前イノベーションハブ
〒450-0002　名古屋市中村区名駅4丁目25番17号　三喜ビル7階
TEL：052-583-6454　　FAX：052-583-6462
受付時間　平日　9:30～18:00
アクセス：名古屋駅から徒歩５分（ミヤコ地下街４番出口より徒歩１分）
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　ＪＦＣＣの材料技術研究所、ナノ構造研究所の各研究部を各部長へのインタビュー形式によりにご紹介いたします。
第３回は、材料技術研究所　リライアブル・マテリアル部です。

材料技術研究所　リライアブル・マテリアル部
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研究グループ紹介研究グループ紹介

　“リライアブル(reliable)・マテリアル”という名称のとおり、“信頼できる、
頼りになる材料”の開発とその特性を評価する技術開発を行っております。
対象とする分野は、エンジニアリング材料に様々な表面機能を発現させて、
あるいは、その機能を活用して、ユーザーが安心して使える材料を開発す
ることや、新たな用途展開を図るための開発も行っております。表面機能
としては、腐食・防食、接着・離型、低摩擦・低摩耗、遮熱・耐熱衝撃性といっ
た機能に着目しております。このような機能は、日本のものつくり産業を
支える生産部材に不可欠なものであることから、企業の方々からの様々な
ニーズや問題を解決するテーマが多いことが特徴です。

リライアブル・マテリアル部の紹介をお願いします。

　生産現場で求められる機能というのは、幾つもの事象が複雑に絡み合った現象を解析することが多いのですが、ま
ずは、可能な限り支配因子を明確にして、普遍的な要素研究としてテーマ化することから始めております。これにより、
今まで経験と勘の世界で対応してきた分野に、原理・原則に基づくサイエンスを導入して問題を解決していくことを
目指しております。そして、研究を単なる素材研究に終わらせないで、企業等の方々の協力を頂きながら目に見える形
に持っていくことが、ＪＦＣＣに課せられた業務の一つであると思っております。
　また、このような実用化研究に対応するためには、材料の本質を深く理解する必要があることから基礎研究にも重
きを置いており、文部科学省や経済産業省等の国プロジェクトを遂行しながら、基盤技術をより確かなものにしてい
きたいと考えております。このように、基礎研究と実用化研究の両極を行うことで産業界に貢献することを目指して
おります。

企業の方からのニーズ、問題解決を行うテーマが多いとのことですが、
どのようなアプローチと方針で研究を行っているのでしょうか？

部長　主席研究員
北岡　諭

　１０月２９、３０日に中部電力（株）技術開発本部で開催される、中部電力テクノフェア２００８で、これまで中部電
力様や企業の方々と研究開発を行ってきた過熱水蒸気システムを発表いたします。この過熱水蒸気システムはＩＨに
よりクリーンで高温（６００℃）な過熱水蒸気を生成するシステムで、様々な材料の乾燥、脱脂、焼成など高効率の熱処
理に使用できます。このシステムにより、生産効率を向上させると共に、環境に優しく、ＶＯＣの発生を抑制できるよ
うな新しい熱処理技術への展開が期待されます。当日は実機の展示の他に、パネルでの紹介もいたしますのでぜひお
越しください。
　また、その他には、防食膜の機能を直接評価（腐食ガスバリア性の評価）する技術を開発し、様々な防食膜の物質移動
現象を詳細に解明する技術を構築しつつあります。物質移動のメカニズムが理解できれば、防食性能を飛躍的に改善
するための材料開発指針を提供することができます。

最近のトピックスはありますか？
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研究グループ紹介研究グループ紹介

　何かお困りのことがあれば、ぜひご相談ください。当面の問題解決だけではなく、その中から新しいテーマが見つか
りますし、それを更に掘り下げて研究することによって、新しい製品開発につながる可能性もあります。実際に技術相
談から受託研究、共同研究に発展したものも多くあります。こういった研究から、更に他業種の企業との間でコンソー
シアムを組んで、国のプロジェクトや補助金に一緒に提案していくこともできます。中小企業の方々が独自にそれを
行うのは難しいかと思いますが、ＪＦＣＣが取りまとめを行って体制を整え、また研究や材料特性評価などを担当し
て研究開発を実施することで、効率的な製品開発を行う事ができると思います。
　さらに、ＪＦＣＣのような公的機関を使っていただくことによって、自社製品に対する信頼性をあげ、市場開発のツー
ルとしていただければと思います。ＪＦＣＣのネームバリューをうまく使っていただければと思います。
　エンジニアリング材料系の開発には、たくさんのサンプルを作り評価を繰り返すといった手間とそれに付帯する設
備が必要になるなどのコストもかかります。その点、ＪＦＣＣは設備も揃い、評価も内部で行う事ができますので、ぜ
ひご活用ください。

企業の方にはどのように活用していただきたいと思いますか？

　研究対象としている“動的な表面機能”の本質を理解するには、やはり、原子・ナノレベルの異相界面の解析が不可欠
であり、その強力なツールとして「計算科学」の重要性がますます高まってくると思います。したがって、今後は、実験
と計算の融合を図ることが目標になります。表面機能現象は、化学、機械、物理、電気などあらゆる分野の学問を含んだ
学際的領域であるので、私ども実験屋の目指す方向は、まずは非常に複雑な現象を論理的に要素分割して如何に単純
化したものとして表現できるか、この取り組みを追求することが必要であると考えております。これができて初めて
計算科学の世界に入ることができ、ナノ構造研究所との効果的な融合研究ができるものと思っております。

今後の目標は？

　企業の方々と共同で１つのテーマに取り組み、実用化が成功し製品になっていくような研究を目指しています。早
くＪＦＣＣの展示ホールに企業と共同開発した製品を展示できるようにしていきたいですね。

最後に一言。

　リライアブル・マテリアル部のメンバーと担当分野はＪＦＣＣホームページに掲載しています。これまでの研究成
果も掲載していますので、ぜひご覧ください。
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レーザーフラッシュ法による熱伝導率測定

　熱伝導率は熱物性値の中で熱膨張係数と同様に重要な物性値です。特に熱伝導率は省エネのための断熱、半導体素
子の熱放散などいろいろな現場に関わっており、材料開発・材料設計においては正確な値が必要となります。熱伝導率
の測定で最も広く普及している方法がレーザーフラッシュ法であり、ＪＦＣＣにおけるその測定技術を紹介します。
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JFCC評価技術紹介JFCC評価技術紹介

概要

ＪＦＣＣではこのレーザーフラッシュ法を用いた熱伝導率測定試験を依頼試験としてお受けしております。
試験のご依頼、料金・納期・試料サイズ等のお問い合せは下記までお願いいたします。
　ＪＦＣＣ　試験評価部　担当　青木
　　ＴＥＬ　０５２－８７１－３５００（代）
　　ＦＡＸ　０５２－８７１－３５９９
　　E-mail　analysis@jfcc.or.jp

ＪＦＣＣでの依頼試験

熱伝導率の算出方法

レーザーフラッシュ法の概略 試料裏面の温度変化

　JFCCでは、優れた研究者と技術者のスタッフが一体となって獲得した特徴あるシーズ技術と多くの材料特性評価
技術を所有しています。その一部を紹介いたします。

○レーザーフラッシュ法とは
　円板状の試料の片面にレーザフラッシュ光を照射したときの裏面の温度変化より、熱拡散率、比熱容量を求め、
　熱伝導率を算出する方法であり、ＪＦＣＣでは下記の方法で熱伝導率を算出します。

○熱拡散率（α）の測定
　光ファイバとモードミキサにより均一化されたレーザ光を試料に照射し、放射温度計にて試料の温度変化を測定し
　ます。熱拡散率はカーブフィッティング法により解析します。

○比熱容量（C）の測定
　試料にレーザー光を照射し、このときの温度上昇を熱電対で測定し、比熱容量を算出します。

○熱伝導率（λ）の算出
　下記式により熱伝導率を算出します。（ρ；試料の密度）
　　λ＝α×C×ρ
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　ＪＦＣＣでは、高性能な試験研究設備を導入し、受託研究、依頼試験等で皆様にご活用いただいています。今回は最
新の研究設備をご紹介いたします。

ナノ表面機能評価装置

　ナノ界面の状態や界面由来の電気化学的特性の評価に特化した走査型プローブ顕微鏡（ＳＰＭ）です。
　4つのプローブを持ちそれぞれを独立に制御することができ、これによりナノ領域における直流法による抵抗測定
に加え、交流法によるインピーダンス測定を行うことが可能です。
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・プローブ
・サンプルサイズ
・観察モード
・測定モード
・評価範囲
・分解能
・測定雰囲気
・交流測定時周波数
・その他

：4本
：5mm×5mm×1mm(t)以下
：原子間力顕微鏡（ＡＦＭ）モード、走査トンネル顕微鏡（ＳＴＭ）モード、など
：直流2探針／4探針、交流2探針／4探針、など
：XY粗動範囲：±2.5mm, 走査範囲:XY±2.5μm, Z±125nm
：STM：原子分解能（RT測定時）, AFM:1nm（RT測定時）
：真空（1.3×10-8Pa以下）
：10μHz～　1MHz
：試料加熱：常温～800℃
   試料冷却：常温～－173℃
：局所光導入機構
：処理室でのスパッタリングによる試料表面のクリーニング、およびクリーニング後のガス吸着処理可能
：内蔵ＦＥ－ＳＥＭにより、測定位置の特定可能

JFCC保有設備紹介JFCC保有設備紹介

特徴

主な仕様

　本装置では、粒界や異相界面といった固相界面に由来する物性をナノ領域で定量的に評価することができます。こ
れにより、ＳＯＦＣ電極・センサー・ＮＯｘ浄化触媒・光触媒など電気化学デバイス開発への指針を得ることが期待さ
れます。

用途

ＪＦＣＣ　業務部　
　　　　　ＴＥＬ　０５２－８７１－３５００（代）
　　　　　ＦＡＸ　０５２－８７１－３５９９
　　　　　E-mail　ressup@jfcc.or.jp

お問い合せ先

装置全体

観察室内部

4プローブの形状



先端的電子顕微鏡による微細構造解析と第一原理計算に
よる材料物性予測により合理的材料開発を先導

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1
ナノ構造研究所の研究進捗状況
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今日高度な機能を持つ材料やデバイスを開発するナノテクノロジーにおいては、原
子配列やそれによって生み出される機能を精密に制御する必要がある。

背 景

技術の
ポイント

基礎
研究

先進的電子顕微鏡技術によるナノ領域の原子配列・機能解析と第一原理計算による
機能発現機構解明により、高機能材料の合理的設計を先導する。

目 的

成 果

達成度

今後の展開

謝　　辞 ： 本事業は、中部経済連合会の全面的バックアップ、企業からの寄附、愛知県、名古屋市、岐阜県、三重県から
　　　　　の助成金によって進行中である

（1） ナノ構造研究所の基本コンセプト確立

（2） 新電子顕微鏡棟建設

（3） 一部新規研究設備の仕様決定、設計、導入

図1. クラスター計算機（H19年度導入）
図2. 電子顕微鏡棟（H19年度建設）

図3. 今後の設備導入計画（H20～H22） 図4. ナノ構造研究所の産業界への波及



SiC表面分解法によるSiC粉末原料からのCNT凝集粉末お
よび複合粒子を大量合成する基礎技術開発

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2
SiC粉末からのカーボンナノチューブ合成技術
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CNTは優れた特性・特長を多数持ち、沢山の応用例が提案されている。良質なCNT粉
末の大量合成技術が期待されている。

背 景

技術の
ポイント

応用
研究

実用化向けCNT材料として、高純度かつ高密度・高配向・狭粒度分布の優れた特長を
有するCNT凝集粉末及び複合粒子の合成技術を開発。

目 的

成 果

達成度

図4．  CNT粒子表面のTEM像 図5．  CNT/SiC複合粒子のTEM像

図1．  CNT粒子のTEM像

図2．  狭粒度分布SiC粉末SEM像 図3．  開発SiC粉末のX線プロファイル

今後の展開 市場要求に応じた品
質のCNT量の供給

良質のCNT凝集粉末および複合
粒子の量産技術の開発を行う

謝　　辞 ： 本研究は、東海カーボン(株)との共同研究の一環として実施したものである。

特　　許 : 特許3183845号、特開2007-130008号

・粉末嵩密度

・粒子嵩密度

・真密度

・比表面積

： 0.2g/cm3　

： 0.96g/cm3

： 1.41g/cm3（Heにて）

： 47m2/g（キャップ有り）

： 199m2/g(キャップ無し）

表１．CNT粉末の特性

（1） 狭粒度分布、結晶性の優れた良質のCNT凝集粉末を開発した。

（2） 機械的性質におけるCNTの優位性を発揮する基礎素材として、中心部にSiC、  
外周部にCNTを配する複合粒子を開発した。
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　第２回「ナノ構造-自己組織化に関する国際会議（NanoSea 
０８）」が、イタリア・ローマ市の東南２０Kmに位置す
るフラスカーティ（Frascati:現地発音）の町にある、ロー
マ大学トル・ベルガータ（Tor　Vergata）校のヴィラ・モ
ンドラゴーネ（Villa Mondragone）館で、７月６～１０日
開催され、参加する機会を得た。この学会は２年前にフ
ランスのエクサンプロバンスで第１回が開催され、そ
の時も招待講演を受け出席した。今回もその縁で、主宰
者の一人であるフランスCNRSマルセイユのイザベラ・
ベルベツイア(Isabelle Berbezier)教授から強く勧められ
出席することとした。他の二人の主宰者は、地元トル・
ベルガータ校のモウリツィオ・デ・クレセンツイ( 
Maurizio De Crescenzi)教授、ローマ大学ラ・サピエンツ
ア（La Sapienza）校のロベルチーノ・ツアノーニ（Robertino 
Zanoni）教授である。クレセンツイ教授には最終日ロー
マへ夜移動する際に、奥様の愛車で送って頂くなど、大
変御世話になったので、改めてこの紙面を借りて、お礼
申し上げる。
　さて、この会議はナノ構造自己組織化及びナノ構造
の研究分野で、最近極めて強い興味を引いている、半導
体ナノ構造、金属ナノ構造、電子・光学・磁気および輸送
物性、ナノチューブ、ナノワイアー、量子ドットとそれ
らの物性、ナノ構造作製プロセスとナノパターニング、
表面と境界の現象、基板のナノ構造化、先進的なデバイ
ス応用等のトピクスに関して、最新の成果を持ち寄っ
て討論するものである。私は、半導体ナノ構造の分野で、

「Low resistivity titanate nanotube firstly observed by 
spherical aberration corrected high-resolution transmission 
microscopy」の表題で講演した（写真1参照）。水素のイン
ターカレーション置換によって、電気伝導率がバルク
の半導体チタニアより数桁大きくできることを、興味
を持って聞いて貰えた。湿式太陽電池のポーラスチタ
ニア薄膜に替わる材料になるのではないかといった、
好意的コメントも頂戴した。今後の研究の中で十分検
討したいと思った。

　以前ベニスでの学会に参加したことがあり、イタリ
ア行きは今回が２回目であった。ローマ時代の遺跡が
多いこと、地中海式気候で日中は暑いものの、日本と違
って湿度は低いので過ごしやすいこと、魚介類、肉類、
肉製品、

　では以下に、ローマのことや会議場に関して見聞し
たことを記しておこう。
　１）ローマの歴史はそれほど古くなく、伝説によれば、
ローマは紀元前７５３年４月２１日にギリシャ神話の
英雄アイネイアスの子孫である、雌狼の乳で育てられ
た双子のロムルスとレムスにより建てられた。ロムル
スはレムスとローマを築く場所について争い、レムス
を殺した。その後、ロムルスは７代続く王政ローマの初
代の王となり、またローマの市名の元となったとされる。
考古学的には、この地に人々が居住したのはもっと早く、
ローマの起源は紀元前８世紀もしくは９世紀ごろ、北
方からイタリア半島に移動してきた民族が、ローマ市
内の中心を現在流れるテヴェレ川河畔に定住したこと
にさかのぼると考えられている。しかし、恒常的に人が
住むようになったのは伝説の頃らしい。学会で企画し
た遠足で、ローマ市内のキャピトル博物館へ連れて行
ってくれたが、そこの２階に、写真２に示す伝説の狼と
双子の兄弟のブロンズ像が飾られていた。これはロー
マの紋章にもなっている。

モッツアレーラチーズ、勿論ワインとパスタ等食べ物
が美味しいこと等を、期待して出かけた。実際に今夏の
旅で出会ったイタリアの人達はとても親切で、こちら
が困っているときに大いに助かった。総括すれば、今夏
の出張は大変有意義であった。

ローマ大学トル・ベルガータ校での国際会議に参加して

エンバイロンメンタル・マテリアル部
副主任研究員　　苗　蕾

写真1　講演発表の様子
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　２）フラスカーティは、標高５００ｍ弱の丘陵地で、
ローマ時代から貴族の別荘が建てられたり、ローマ法
王の夏の避暑地になったりしており、写真３に示すよ
うにローマ市内が遠望できる。現在は美味しい白ワイ
ンの産地としてローマの人達に愛されている。ローマ
市内のテルミニ駅から４０分の列車の旅で着く。もう
一つ有名なのは「蜂蜜」であり（トル・ベルガ－タ校内に
蜂蜜研究所が設置されている）、その道の“通”には評価
が高い。学会の用意したお土産の中にビラ・モンドラゴ
ーネ産のものが一瓶含まれていたが、未だ試食してい
ない。尚、６日の夜には学会の主催でワインテーストが
あり参加者の殆どが参加し、美味しい白ワイン各種を
テーストし、楽しんだ。

最初の枢機卿アルテンプス・ボンコンパーニは、少し離
れたところに既に建てられていた「トウスクラーナ館」
を当時の建築家ビグノーラの監修の下に拡張すること
を考えた。１５７１年にこの拡張が完了すると、ウーゴ・
ボンコンパーニ（彼はその数ヶ月後にローマ法王グレ
ゴリオス１３世になるのだけれども）は、この館に長逗
留した。１６１３年に法王パウル５世の甥、枢機卿シピ
オーネ・ボルゲーゼがこの館を購入し、フランドルの建
築家ヤン・ファン・サンテン（イタリア名：ジョバンニ・
バサンチオ）の指揮の下に、大幅な改修と拡大を図った。
しかし、法王パウル５世の死去と共に、この館の栄光も
終焉を迎えた。それ以来、建物の維持管理に莫大な金が
かかることから、この館の維持はままならぬ状況が続
いた。そして、１９８１年にトル・ベルガータ校の所属
となり、主に会議センターの役割を担っている。そのた
め、古い由緒ある部屋の残せるものは残し、６つの会議
室、展覧会用のギャラリー、来訪者の宿泊所、カフェテ
リアなどの機能が整備された。この館の大小の会議室
２つ、ギャラリー（ポスター展示）及び庭園付きカフェ
テリアを使って、今回の会議が行われた。また、ギャラ
リーには絵画を含むテーマ展覧会が行われていた。館
の背後の庭園からのローマ市内への眺望は素晴らしく、
会議の聴講に疲れた後のリフレッシュとなった。

　３）さて、ビラ・モンドラゴーネについて簡単に解説
する。この館は１８ヘクタール面積を持つ丘陵地の上の、
総面積８０，０００平米の１６－１７世紀の建物であ
る（その正面の一部を写真４に示した）。モンドラゴー
ネの名称は、勿論そのスペルから推測できるように、当
時この地を治めていた枢機卿ボンコンパーニ一族の家
紋の中心を占め、町中至る所で見出される、紋になった
龍に起因している（カフェテリアの壁に彫り込まれた
龍の紋を写真５に示した）。

写真２　伝説上のローマ起源の像

写真３　モンドラゴーネ館からのローマ市遠望

写真５　名前の由来となる龍の紋章

写真４　モンドラゴーネ館の正面
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Japan Fine Ceramics CenterJFCC の動きJFCC の動き

８月１日付
　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部　副主任研究員待遇
　
８月３１日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　リライアブル・マテリアル部　主任研究員

９月１日付
　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部

浅香　　透

松本　峰明

桑原　彰秀

人の動き

14

○　２００８年度フィリップ・フランツ・フォン・ジーボルト賞　　　京都大学　教授　　田中　功　氏

○　日韓国際セラミックスセミナー組織委員会　第二回功績賞
　　受賞者　　：　種村　榮
　　受賞理由　：　日韓国際セラミックスセミナーの発展・活性化への功績

表　彰

　ＪＦＣＣの客員主管研究員である田中功氏は、セラミック材料科学の分野で優れた業績を挙げる一方、ドイツ人研
究者との共同研究やドイツの研究プロジェクト評価等、ドイツとの研究協力活動への貢献が認められ、ドイツ連邦共
和国より「２００８年度フィリップ・フランツ・フォン・ジーボルト賞」を受賞されました。

事業案内事業案内

２００８年度賛助会員懇談会（特別・普通合同）を開催します

　毎年、賛助会員相互の情報交換と交流の場として、賛助会員懇談会を開催しています。　
　今回は、名古屋で開催が決まった『生物多様性条約第１０回締約国会議（COP10）』についてのご講演をお願いしまし
た。その後昼食をとりながら、当センターへのご要望、ご意見を賜るとともに、異業種交流の場を提供させていただく
機会ともなります。
　会員の皆様におかれましては、多くの方にご参加下さいますようご案内申し上げます。

日時　２００８年１０月１５日（水）　１１：００～１２：４０
場所　名古屋国際会議場　１号館３階　１３１～１３２会議室　（名古屋市熱田区熱田西町１－１）
　　　TEL 052-683-7711　　　http://www.ncvb.or.jp/ncc/
内容　11:00～11:05　挨拶　　　　理事長　　野嶋　　孝
　　　11:05～11:15　現状報告　　専務理事　種村　　榮
　　　11:15～12:00　特別講演　　名古屋市立大学　准教授　　　香坂　　玲　氏
　　　　　　　　　　　「生物多様性条約第１０回締約国会議（ＣＯＰ１０）について」
　　　12:00～12:40　交流会（着席昼食懇談）

お問い合わせ先：(財)ファインセラミックスセンター　業務部　　TEL ０５２－８７１－３５００



Japan Fine Ceramics Center事業案内事業案内
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「温暖化防止対策　～低炭素化社会への高効率・省エネ先端技術～」
－2008年度先端技術基礎セミナー開催のご案内－

　２００８年度先端技術基礎セミナー開催をご案内いたします。第２，４，５，６，７講座終了後には、JFCC所内見学会
も予定しております。是非ご参加くださいますようご案内申しあげます。

募集要項

教授　　住　　明正　氏

東京大学　地球システム研究センター

定員

会場

参加費

申込方法

問合せ先

；

：

：

：

：

主催 ： 財団法人ファインセラミックスセンター
　　　名古屋市

各回５０名

財団法人ファインセラミックスセンター研修室

（第8回:愛知県陶磁器工業協同組合会議室〒489-0805瀬戸市陶原町1-8 TEL:0561-82-4151）

無料（ただし、賛助会員外の方は、資料代として１千円／１回）

JFCCホームページ　http://www.jfcc.or.jp

（財）ファインセラミックスセンター　業務部

TEL:052-871-3500　FAX:052-871-3599　E-mail:techsemi08@jfcc.or.jp

開催日時回 講師内容

都市・産業技術グループ長　　渡邉　澂雄　氏

中部電力（株）　技術開発本部
エネルギー応用研究所

副学長・教授　　岡田　益男　氏

東北大学　大学院工学研究科　
知能デバイス材料学専攻

 2008年11月 6日(木)

13:30～15:00
1

2008年11月 6日(木)

15:10～16:40
2

 2008年11月17日(月)

13:30～15:00
3

次長　　水谷　安伸　氏

東邦ガス（株）　総合技術研究所　
基盤技術研究部　SOFCグループ 2008年11月17日(月)

15:10～16:40
4

教授　　河本　邦仁　氏

名古屋大学
大学院工学研究科　物質制御工学専攻 2008年12月 3日(水)

13:30～15:00
5

センター長　　田中　　誠　氏

三洋電機（株）
先進太陽光発電開発センター 2008年12月18日(木)

13:30～15:00
6

　特別・主管研究員　山田　　穣　氏

（財）国際超電導産業技術研究センター
超電導工学研究所　線材研究開発部2009年 1月23日(金)

13:30～15:00
7

マネージャー　　梶田　雅晴　氏

日本ガイシ株式会社
電力事業本部　ＮＡＳ事業部　設計部

 2009年 2月 6日(金)
18:30～20:00

会場：愛知県陶磁器
工業協同組合会議室

8

地球温暖化のシミュレーション

高効率空調・給湯機器開発の最前線

材料中における水素の有する新しい
機能 －水素の性質から応用まで－

東邦ガスにおける固体酸化物形
燃料電池への取り組み

二酸化炭素排出抑制に資する熱電
変換技術の可能性と材料開発の展望

太陽光発電の現状と将来展望

省エネ社会に貢献する
超電動先端技術

NAS電池の中のセラミックス技術
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開催要項

日　時

会　場

定　員

参加料

申込み・

問合せ先

：

：

：

：

：

２００８年１０月１５日（水）１３：００～１７：０５

名古屋国際会議場 1号館4階 141～142会議室 （名古屋市熱田区熱田西町1-1）

TEL 052-683-7711 http://www.ncvb.or.jp/ncc/koutu/index.html

地下鉄　名城線　西高蔵駅または名港線　日比野駅より徒歩５分

３００名（定員になり次第締切）

無料（要申込）　　　※　JFCCのホームページから直接申込みができます。

（財）ファインセラミックスセンター　業務部　　　　　http://www.jfcc.or.jp

〒456-8587　名古屋市熱田区六野二丁目４番１号　

TEL:052-871-3500　FAX:052-871-3599　E-mail:fcsympo08@jfcc.or.jp

「ナノテクノロジー　実用化への新展開」
ファインセラミックスシンポジウム２００８開催のご案内

　第一線でご活躍の方々に、ナノテクノロジーは一体社会に、とりわけものづくりにどのように役立っているのか、材
料・エレクトロニクス・サイエンスの分野で実用化に近づいたナノテクノロジーを中心にその課題及び動向、将来への
展望などをわかりやすくご講演していただきます。
　多数の皆様がご参加下さいますようご案内申し上げます。

13：00～13：05

プログラム

独立行政法人　物質・材料研究機構　理事長　　岸　　輝雄　氏

開会挨拶

14:45～15:00 休憩

17:00～17:05 閉会挨拶

13:05～14:05
基調講演

名古屋大学　大学院理学研究科　教授　　篠原　久典　氏
14:05～14:45

講演 1

大阪府立大学　大学院工学研究科長（工学部長）　　教授　　安保　正一　氏

15:00～15:40

講演 2

日立金属株式会社　磁性材料研究所　技師長　　広沢　　哲　氏
15:40～16:20

講演 3

財団法人ファインセラミックスセンター　ナノ構造研究所　　所長代理　　平山　　司
16:20～17:00

講演 4

「ナノテク材料研究のあり方」

「ナノカーボン研究開発の新展開」

「光触媒による環境浄化とクリーンエネルギー創製
  ～高機能な可視光応答型酸化チタン光触媒の開発による新展開～」

「ナノ組織制御材料：ナノコンポジット磁石」

「電子線ホログラフィーによる磁性体材料・半導体デバイスの機能解析」

主催 ： 財団法人ファインセラミックスセンター
　　　名古屋市


